
 

フロンティアスクール用報告書 

都道府県名 広島県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名   向原町立向原小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 

学級数 １ １ １ １ ２ １ １ ８ 

児童数 ２６ ２９ ３４ ３６ ４５ ３３ １ ２０４ 
１５ 

 

Ⅱ 研究の概要 

１．研究主題 

学びの力を育成する指導のあり方 
～国語科・算数科における指導体制・指導方法の工夫を通して～ 

  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

・ 全学年の国語科及び算数科 

これまでの研究成果を引き継ぎ，学力向上に向けた取り組みを推進していこうと考え

たため。 

  (2) 年次ごとの計画 

 

 

 

 

 

平

成 

14 

年

度 

 

○ テーマ 

       「基礎・基本の定着を図り，学ぶ意欲を高める指導のあり方」 

       ～個に応じた指導方法の工夫～ 

 

○ 研究の見通し（仮説） 

    算数科・国語科において，個に応じた学習の場を構成し，達成感や次への期待感

を持たせる指導のあり方を工夫すれば，基礎・基本の定着を促し，子どもの学ぶ

意欲を高めることができるであろう。 

 

○ 研究の内容・方法 

 （１）個に応じた「わかる授業」作りの場を工夫する。 

   （算数科・国語科の授業において，少人数指導等を積極的に実施） 

 （２）やる気を育てる指導のあり方を工夫する。 

   （帯タイムの成果や自己評価カード記述による自己肯定感の育成） 

 （３）学習の効果を高める学習習慣の確立を図る。 

（立腰を中心とした姿勢指導や全学年統一の話形指導，指導者の自己評価・相

互評価の実施） 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

平

成 

15 

年

度 

○ テーマ 

     「学びの力を育成する指導のあり方」 

     ～国語科・算数科における指導体制・指導方法の工夫を通して～ 

 

○ 研究の見通し 

  国語科，算数科において習熟度別指導を展開し，個に応じたきめ細かな学習を

すすめ，書くことを取り入れた自力解決の場を設定すれば，一人ひとりがめあ

てをもって学習に取り組むことができ，基礎・基本を身に付け，自ら考え学ぼ

うとする力を育てることができるであろう。 

 

○ 研究の内容・方法 

 （１）個に応じた分かる授業のあり方を工夫する。 

     （国語科・算数科における習熟度別指導の積極的な導入と，その基本展開の

確立） 

 （２）書くことを取り入れた自力解決の場を設定する。 

   （あらゆる場面で『書く』ことによる思考の深化・拡充） 

※ 個に応じた指導をより効果的に進め，自力解決の力を高めていくため，研究の

見通しを見直し，それに伴い研究の内容・方法を変更した。 
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成 

16 

年

度 

○ テーマ 

    「学びの力を育成する指導のあり方」 

     ～すじ道を立てて考える力の育成を通して～ 

 

○ 研究の見通し 

  国語科，算数科において個に応じたきめ細かな学習を進め，すじ道を立てて考

える力を育てていくための指導方法を工夫すれば，基礎・基本を身に付け，自ら

の力で課題を解決していく力を育てることができるであろう。 

 

○ 研究の内容・方法 
 （１）すじ道を立てて考える力を育てる授業のあり方を工夫する。 

   （『つかむ』➮『関係付ける』の授業展開の確立） 

 （２）個に応じた分かる授業のあり方を工夫する。 

   （指導体制・指導方法の更なる充実） 

 

(3) 研究推進体制 
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学力向上フロンティア推進委員会 

国語部会  

 

 

 

 

 
企画委員会 

 

※資料１ チャレンジプラン 

 













 

   
少人数指導実施後の調査結果 

☆ 今年度，３年生―１学級３展開，４年生―１学級２展開，５年生―２学級３展開，６年

生―１学級３展開のコース別学習に取り組み，次のような結果が得られた。 

 

 コースに分かれて少ない人数で学習すると勉強の内容が
よくわかる（３年～６年）

よくあてはまる
38%

どちらかというと
あてはまる
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習熟度別指導実施後の調査結果 

   習熟の程度に合わせて、コース別に分かれて学習することが児童に「勉強の内容が分かる」

という意識につながってきていることがうかがえる。また，学年平均点の上昇が見られ，基

礎・基本の定着における個人差が縮まった。 
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 成果・２ 
 
 
 
 
 
 
 取り組み 

○国語科，算数科の授業に，書く活動を中心とした自力解決の場を設定したことによ

り，書くことに対する意欲や既習事項とつなぎ合わせて考えようとする姿勢に変容が

見られるようになった。 

課題解決の場面で自分の考え方を書く。 

（自分がなぜそう考えたのか思考の過程がわかるよう，文章や図・絵などでまとめさせ

る。） 
 
 

各教科で学習のふりかえりを書く。 
（感想を書くだけではなく，既習事項を想起させ，本時の学習内容とつなぎ合わせたり，

他の児童の考えと比較したりして書く。） 
 

 
 
 書く活動を取り入れた自力解決の場を設定した後のアンケート 

10 23 0

4 22 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２学期

１学期

文章を書くことについての意欲アンケート（６年）

A（書くことが好き） B（普通） C（書くことが嫌い）

 
・文章を書くことに抵抗がなくなり，書く意欲が高まった。 

 



 

 
 ２．今後の課題 

 

○個に応じた指導をより充実させていくため，多様なコース設定のあり方や，各コースに

応じた教材開発を進める必要がある。 

 

☆ 手立て ➩ 習熟度別指導を行う領域の拡充や学習パッケージの作成。 

 

○国語科では「書くこと」「読むこと」，算数科では「数学的な考え方」における得点が低

い傾向にあり，具体的な手立てが必要である。 

 

☆ 手立て ➩ 国語科ではまず正確に読み取る力を，算数科では既習事項を上手に活

用しながら課題を解決していく力を高めていき，すじ道を立てて考え

る力を育成していく。 

 

○児童の関心・意欲を高めることについては，引き続き取り組む必要がある。 

 

☆ 手立て ➩ 上記の方法などによる，わかる授業の創造と意識アンケートの結果の有

効活用。 

 

 

 

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組み 
 

① 定期的な学力調査の実施（NRT １学期，CRT ３学期） 

※ CRTは，年度内に学級や児童個々の学習状況を把握し，次年度の指導に活かしていく

ため，実施している。NRTは，学習の成果を全国集団の中における相対的位置で明ら

かにし，学力水準を把握し，指導の工夫・改善を行っていくために実施している。 

 

 

② 単位時間内でのチェックテストや単元末テストにより，学級の習得状況を把握すると

ともに，個の変容をとらえていく。 

 

 

③ 国語科を重点教科としている学年については，学期ごとに文章を書くことに対する意

識調査と文章力判定テスト（自校作成）により，継続的に変容をとらえていく。 

 

 

④ ３年生以上の児童に対して，学期ごとに習熟度別指導・複数指導に対する意識調査を

実施し，意識の変容をとらえていく。 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
 

○研究公開について 

 平成１５年度 

 日時  平成１５年１１月７日（金） 

 場所  向原小学校 

 対象  広島県内教育関係者・本校保護者 

 テーマ 学びの力を育成する指導のあり方 

     ～国語科・算数科における指導体制・指導方法の工夫を通して～ 

 

   平成１６年度（予定） 

 日時  平成１６年６月２５日（金） 

 場所  向原小学校 

 対象  広島県内教育関係者・本校保護者 

 テーマ 学びの力を育成する指導のあり方 

     ～すじ道を立てて考える力の育成を通して～ 

 

○学校のHPに，フロンティアの研究推進に関わるページを作成し，随時更新中。 

 

○本年度の研究について，紀要と指導案集を作成。今後，習熟度別指導を中心に取り組ん

だ授業について，学習パッケージを作成予定。 

 

○芸北地区協議会において，管内小・中学校に研究の方向性や具体的な取り組みなどにつ

いて発表。 

・ 第１回芸北地区協議会  ７月２９日  千代田町役場 

・ 第２回芸北地区協議会 １１月 ７日  向原小学校・向原中学校 

・ 第３回芸北地区協議会 １２月 ９日  土師ダム研修センター 

・ 第４回芸北地区協議会  ２月 ５日  芸北地域事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料.1 
              
 

新たな「教育県ひろしま」の創造 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          ＜学力向上フロンティア＞ 

１．確かな学力「日々の授業を充実させる」 
２．豊かな心の育成「豊かな心」「豊かな人間性」「未来を拓く主体性育成」

３．信頼される学校づくり「中立性」「公開性」「学校評価」 
４．生きる力を育む幼稚園教育づくり｢中立性｣｢公開性｣｢幼稚園評価｣ 

「めばえ」「つながる」「接続」 

 
自ら学ぶ子ども  自ら考える子ども  自ら行動する子ども 

めざす子ども像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

芸北の教育創造アクションプラン２１ 
【コンセプト】 
いきいきと夢を育む学校づくり 
～明るい・温かい・厳しい学校～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

向原町学校教育スローガン 
郷土を愛し，未来にはばたく人づくり 
～創造・変革・挑戦～ 

 
 

＜学校教育目標＞ 
創造とチャレンジ 

                  ～意欲をもって行動する子どもの育成～ 
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教育改革への５つの重点目標（Ｈ１５年度施策の方向性） 
１．基礎基本を徹底（授業改善，知･徳・体の基礎基本） 
２．考える力を育成（全国一のことばの教育県ひろしま） 
３．夢や目標に挑戦（道徳教育・体験活動・幼児教育の充実） 
４．学校を変える（学校評価・人事評価・１０年経験者研修の実施） 
５．県民総参加の改革（青年の地域貢献活動の推進・地域の教育力向上） 

信頼される学校づくり 健 康 な 体 豊 か な 心 確かな学力 
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立   腰    学習規律の確立    児童と教職員の信頼関係の構築    教職員の一体化 



 

 

 

 

 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 

 

    【新規校・継続校】       □１５年度からの新規校    ■１４年度からの継続校 

 

    【学校規模】             □６学級以下             ■７～１２学級 

                             □１３～１８学級         □１９～２４学級 

                             □２５学級以上 

 

    【指導体制】              ■少人数指導            ■Ｔ．Ｔによる指導 

                              ■一部教科担任制        □その他 

 

    【研究教科】              ■国語         □社会       ■算数       □理科 

                              □生活         □音楽     □図画工作   □家庭 

                              □体育         □その他 

 

    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       ■有       □無 
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